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　周知のごとく，屈折需要曲線の理論は，現行価格が与えられている場合．

この現行価格かおる範囲内での費用条件や需要条件の変化に対して硬直性

を示すことを明らかにしたものである．したがって，現行価格がどのよう

にしてその水準に決定されたかを明らかにしたものではなく，この点が屈

折需要曲線の理論がとりあげられる場合常に回題とされてきたのである.

ところで，屈折需要曲線の理論が仮定する寡占企業間の相互依存関係は問

題とされる現行⑤恪の決定に対して何の役割をもはたすことができないの

であろうか．本稿では，この点をとりあげ，寡占企業が屈折需要曲線の理

論が仮定するような相互依存関係にしたがって行動する場合，ある初期の

価格組合せが終局的にどのような均衡の価格組合せに導かれることになる

かを明らかにすることにしたい．

　　　　　　　　　　　　1　前提と市場構造

　まず以下の議論の枠組となる市場の構造をみておこう．　ここでは製品差

別型寡占市場が問題とされるのであるから，市場の構造はつぎのように表

わすことができるであろう･

　いま，複占企業1および複占企業2の価格一販売量函数を

　出　Xi＝ﾌﾞ＼(Pl,み)

　　　　　　　　　　　　　　　－34－



屈折需要曲線の理論における初期価格について

　(2)ズ!＝ﾌﾞ2(あ,九)

で示されるものとしょう■ Xl, ズ2は複占企業1および複占企業2の販売量，

Pu，飢　はそれぞれの価格である．さらに，当該企業の価格の引き上げは

つねに当該企業の販売量を減少させ，競争企業の価格の引き上げはつねに

当該企業の販売量を増加させるという仮定から首＜0，貪＞0 (, j＝

1, 2)であることに注意しておこう．当然のことながら両複占企業の販売

量は非負でなければならないからXi≧0, ズo≧O　が成立していなければ

ならない．　ところで，競争企業の販売量がゼロの場合には複占企業は独占

企業に転化してしまう．いま，複占企業iが独占状態にある場合の価格一

販売量函数を求めてみよう・　χ乞‾0とすると(2)から

　(3)0 ＝石か，九)あるいはみ＝几φi)これを(1)に代入すると，次式

加えられる.

　(4)心＝五♪u，F,(か))＝m(p)

これが，複占企業1が独占状態にある場合の価格一販売量函数である．同

様にズi＝0　とおけば, SI)より

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1)　㈲　0 ＝八pu，pi)あるいは彭＝瓦(加)加えられ，これを②に代入す

ると次式加えられる.

　(6) X2＝石(Fr(石), 九)＝m(♪£)

1)価格一販売量mmに関する我々の仮定の下では, i3），(5)は瓦－♪z座標でPi

　の増加函数になる

紅.血上丘＝o
dp.　亦2 ' dpi

同様に

毎

＞0
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　これが競争企業2が独占状態にある場合の価格一販売量函数である･図

1をみてみよう．曲線びuは(3)を，曲線眼wは(5)を示しており，その

曲線上のpi, 九の組み合せはそれぞれズiこ0, エ2＝0　に対応している．

さらに，(1)と(5)から明らかなとおり, x{＞Qとなるpi, 鉛の組合せは，

wwより下の領域になければならず，また(2)と(3)から明らかなとおり，

ズ2＞0なるPu，Pz　の組合せはびびより上の領域にならなければならな

い．それゆえ，複占状態が問題であるかぎり，出発点の価格の組合せおよ

び両複占企業の価格変化もまた図1のOWYUの領域内に限定せられるこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dとになる．図1のOWYびを複占領域と名づけておこう．

　つぎに，複占企業1および複占企業2の総費用函数をそれぞれ

　(7)瓦i ＝瓦i(ズi)

　(8) 尺＝瓦z(ズi)

としょうさらに，⊇＞0，甘＞O(iこl, 2)を仮定しておこう

かくて，両複占企業の利潤函数は剛, (7),(2),(8)を考言すれば，

　(9)G,こみ・ズ,～亙,(割)＝拓づ＼(鋲, p2)一Ki(fl〇u，P2))

　　　　＝Gi(彭，九)

　皿　G2こ九■ ズz－凡(エi)＝か･fz(pi･か)一石(石(♪l，Pz))

　　　　＝G2(♪i，Pz)

ところで，等利潤曲線上では

　dGi＝あdXi十≒卵i一人i'(割)臨i＝0

が成立するから，等利潤曲線の勾配加えられる．

dpi　鋲一瓦'(乱)
－－一一一一dxi　　　　割

等利潤曲線の最低点では士はゼロでなければならないから，次式が成

1）H. Sauermann, Ujが仙irung in die volkswirtschaftslekre,Zweiter Band, 1968,

　S. 233.

-
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立する.

　㈲　i),= /i:,'(a-i)

同様に

∩m　♪2＝瓦ベズ2)

出を(11)に,(2)を皿に代入すれば，

　㈲　Px = Ki'(f(み,石))

　㈲　み＝几大几(ハ，石))

かくて，限界登用曲線瓦ム凡'は瓦一乱座標から　久一加崖標に移合

　Dれる.

　　　　　　　　　　　　　　　　2)　つどにクレレの稜線を求めよう，クレレの稜線は，競争企業の価格を一

定としたと含当該企業に最大の利潤を与える当該企業の価格を示す曲線で

あるから，(9)のかに関する偏導函数, (10)の九に閃する帽導函数をゼロ

とおくことによって求められる．

闘言=.-c.十(♪,一倍)
dpヶ=0

1）価格一販売量節数および費用函数に闘する我々の仮定の下では，拡　㈲はPi

　－几座標でP2の増加函数になる．

卵.=lｽﾞﾚ(tr･顔'十⊇
^
)

首
　
作
　
器

∴
　
　
　
同

2）W. KreUe, Preisthsorie, 196!, s. 252.これは伝統的寡占理論では通常反応曲

　線と呼ばれているものである．

　　例えば, H. V. Stackelberef, Grundl噌en der theoretischen Volkswirtsckaftslehre

　2.Λufl., 195!， s. 209, 池日一新訳「理論経済学の基礎」256頁，
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　㈲器一＝X2÷(夕2一介)1ｽﾞヶこ01)

　かくて，図１の複占領域0＼/Yびは両複占企業の限界費用と稜線によっ

て，図１に示されているように九つの領域に分かれる．ここで，これらの

領域内における部分的な限界利潤⊇，訃(, j＝i, 2)の正負を判別

図１

1)複占企業１の稜線の方程式は(15)より

　民＝石十dpi (燈)

であるからそのPi-Pz座標における勾配は

　　　融l a.　a‰1　　　　d瓦i　　d瓦　∂ズi　融i　　　~-一言一一ﾄｰ一-
　卵i ＿砂2 ‘価卵z　1　叙,　　おi^　dpi　∂夕z

　貼2　2登Ｌい塑し(♪－ｊ旅卜ず曼-(亘ﾄﾞ)^
　　　　　dp, ' 砂f　1　血i　　血^^　dpi

となるいま訃＜０,首＞０，倍＞０,夕1－jｷ＞Ｏであると仮定す

れば，二つの二次編導函数がゼロあるいはゼロに近い値をとる場合には，

　dpi　渦ゐ＞０

となり，稜線は右上りとなる。これはシュタッケルベルグが硲型と名づけてい

る場合である. H. V. Stacklberg, Marktform und Gleichgewicht,1934. S. 47f.

大和瀬・上原訳｢寡占論集｣80頁｡
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し，表にまとめておこう．

　(17)　訃＝卜言言

仮定により，2ｽﾞｹ＞０であるから，訃の符号はPi一倍の符号に依存

するすなわち稲' i＼{線の上の領域では訃は正，瓦,’曲線の下の領

域では宍rは負であることがわかる．
　　　小

回診(琵子) dpi

仮定により才　　　opi
＞Ｏであるから，訃の符号はか一子の符号に依存

するすなわち, K＼曲線の右の領域では訃は正, 瓦o’曲線の左の領

域では兪は負であることがわかるこれらの結果を表にまとめたもの

が表１である．

　つぎに，以上のような市場構造をもつ寡占市場において，屈折需要曲線

の理論が仮定する寡占企業間の相互依存関係かおる初期の価格組合せを最

終的にどのような均衡の価格組合せに導くことになるかをみてみよう．

　　　　　　　　　　　　表1

鴛
&G,
一
伽i
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I　屈折需要曲線と均衡

　屈折需要曲線の理論が仮定する寡占企業間の相互依存関係とは，周知の

ごとく，つぎのようなものである．ある複占企業が価格を引き下げた場合

には，相手方企業は現行価格を維持すれば，顧客を失うことになるからこ

の価格引き下げには追随せざるをえないであろう．一方，ある複占企業が

価格を引き上げ石場合には，相手方企業は現行価格を維持することによっ

て新たな顧客を獲得しうるのであるから，この価格引き上げには追随しな

いであろう．こうした行動様式にもとづく各複占企業の行動はある初期の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ価格組合せをどのような均衡の価格組合せに導くことになるであろうか．

図２

1）目的ぱ異なるが, E.ボイスも一部同様な分析をおこなっている.

　　E. Heuss，“Die Oligopolistis'che Verhaltensweise als evolutorischer ProzeB”

　Jakrbucher fur　Natioiial哉onomie und Statist読，Bd. 179(5）,1966.
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　Ill 2をみてみよう･　図2における乱，乱は図1のJ?l, i?2と同じも

のである．　sは一定の価格比を示す価格線である. ド,は複占企業工の等

利ii曲線と価格線との接点を結んだ曲線であり, 呪は貌占企業2の等利

潤曲線と価格線との接点を結んだ曲線である．　たとえば，乱を通る価格

線はこの点て複占企業2の等利Silltl線と接している．それゆえ，曲線玖，

V,上の全ての点け所与の価格比の下で各複占企業に最大の利潤をもたら

す価格組合せを与えるものである．直線亀，S,はア,とドuあるいは

几と几との交点を通る価格線であり，直線了とぶは几と稿，あ

るいは乱と呪との交点を通る価格線である．問題となる価格領域は大

古く分けてI,皿, 1, wの四つの領域に分かたれる．以下，それぞれの

領域について，屈折需要曲線の理論が仮定する寡占企業間の相且依存関係

かおる初期の価格組合せを最終的にどのような均衡の価格組合せに導くこ

とになるのかをみてみよう，

　まず，領域loにおける各複占企業の動きをみてみよう．領域Msでは，

表1より明らかなごと＜,訃＞0，⊇＞0，訃＞0，こと＞oで

ある･初期の価格組合せが領域Isにあるならば，各複占企業は，相手方

企業が同一行動をとるかその現行法格を維持するかにかかおりなく，価格

を引き上げることによってその利潤を増ﾌﾞてすることがで古るであろう．そ

れゆえ，たとえば初期の価格組合せを■^1とすれば. c,からcへ向う価

格の動きが生じるであろう．

　つぎに領域工2における各複占企業の動きをみてみよう．領域工2では，

表1から明らかなごと＜,器＜0，器＞0，訃＞0，⊇＞oで

ある．領域工2は破線r.によって二つの部分に分かれたれるので，まず

破線Tiより下の部分についてみてみよう．いま初期の価格組合せが皿

であるとしょう．もし複占企業2が最初に行動を起すものとすれば，複占

企業2は，価格を引き上げ穴場合の複占企業1の反応が現行価格を維持す

ることであることを考慮して，この場合に自己の利潤加最大になる几曲

　　　　　　　　　　　　　　－41－
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線上の点に達するまで価格を引き上げるであろう．かくて，両複占企業の

価格組合せはさきに説明した領域Isに入り込むことになる．一方，複占

企業1か最初に行動を起す場合には，複占企業長立複占企業2のDへの

追随的な価格引き下げを予想して, 炳から几へと価格を引き下げるで

あろう．　それはD点が現行価格比のもとで複占企業1が獲得しうる最大

の利潤を与える価格の組合せを示しているからである．しかし，複占企業

2は，複占企業1の予想に反して，Dへ向けて価格を引き下げてもそこに

とどまらず，すぐに瓦曲線上の点に達するまで価格を引き上げるであろ

う．かくてこの場合にも，雨複占企業の価格組合せはさきに説明した領域

Msに入り込むことになる．初期の価格組合せが凡てある場合にも炳

の場合と同じ結果になる．　ただ, 凡を通る価格線と瓦曲線との交点へ

の複占企業1の価格引き下げは，複占企業2の追随が予想されるがゆえに，

複占企業1の利潤を減少させることになるし，凡を通る価格線と　玖曲

線との交点への複占企業1の価格引き上げは複占企業2の追随が予想され

ないがゆえに問題にならないか･ら，複占企業1が最初に行動を起しえない

という点てD点の場合と異なるにすぎない．したがって，破線T,の下

でかつ破線T,の左の領域にある全ての価格組合せは，複占企業1あるい

は複占企業2の行動を通じてc点に導かれることになる．

　初期の価格組合せが, T,の上でかつ亀の左の領域にある場合にはど

うなるだろうか．たとえば，初期の価格組合せが且てあるとしょう．複

占企業1が最初に行動を起す場合には，複占企業1は複占企業2の£へ

の追随的な価格の引き下げを予想して且から瓦へと価格を引き下げる

であろう．　それは£点が現行価格比のもとで複占企業1が獲得しうる最

大の利潤を与える価格組合せを示しているからである．しかし，複占企業

2は複占企業1の予想に反して, 召へ向けて価格を引春下げてもそこにと

どまらず，すぐに几曲線上の点に達するまで価格を引き上げるであろう．

この場合には両複占企業の価格組合せはさきに説明しか領域Isに入り込

　　　　　　　　　　　　　　　－42 －
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むことになる．これに反して，複占企業2が最初に行動を起す場合には，

複占企業2は価格を引き上げた場合の複占企業1の反応が現行価格を維持

することであることを考慮して，この場合に自己の利潤が最大になる几

曲線上の点に達するまで価格を引き上げるであろう．このときには雨複占

企業の価格組合せは私曲線上の四iとCとの開のある点に導かれるで

あろう．両複占企業のいづれが最初に行動を起すかに応じて，両複占企業

の価格組合せがC点に導かれるか, 私曲線上の扁とCとの聞のある

点に導かれるという非対称性は初期の価格組合せが瓦の場合にも生じて

くる．複占企業l加最初に行動を起す場合の経過と結果は召,の場合と全

く同しである．複占企業2が最初に行動を起す場合には，複占企業2は価

格を引き上げた場合の複占企業1の反応が現行価格維持であることを考慮

して，この場合に自己の利潤が最大になる私曲線上の凪に達するまで

価格を引き上げるであろう. £,では複占企業1は凪を通る価格線と鴇

曲線との交点に移行しょうと価格を引き下げ，複占企業2もこの価格引き

下げには追随せざるを得ないであろう．その結果，両複占企業の価格組合

せは凪からE,を通る価格線とF,曲線との交点に移行する．複占企業

1はもちろんこの価格組合せから離れる誘因をもたない．しかし，複占企

業2は，価格を引き上げた場合の複占企業1の反応が現行価格を維持する

ことであることを考慮して，この場合に自己の利潤が最大になる私曲線

上の点に達するまで価格を引き上げるであろう．かくて，両複占企業の価

格組合せは最終的には私曲線上の召,とCとの間のある点に導かれる

ことになる．

　初期の価格組合せがr.の上でかつ亀の右の領域にある場合には，初

期の価格組合せがT,の上でかつ5iの左にある場合と異なって，両複占

企業のいづれが最初に行動を起すにしても両複占企業の価格組合せは最終

的には几曲線上のs.とCとの開のある点に導かれることになるであ

ろう．初期の価格組合せが領域I?6にある場合には初期の価格組合せが領

　　　　　　　　　　　　　　　－43－
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域Isにある場合について考察したことと同様のことが妥当し，この場合

には初期の全ての価格組合せが最終的にはC点かあるいは几曲線上の

瓦とことの開のある点に導かれることはこれまでの説明から容易に類椎

されるであろう．

　最後に領域町aにおける各複占企業の動台をみてみよう．領域且zでは

朧1から明らかなごと＜，⊇＜0，器＞0，こと＞0，⊇くOで

ある．この領域では各複占企業は価格引き上げの誘因をもたないことにま

ず注意しておこう．なぜならば，ある複占企業の価格引き上げに対して予

想される柏手方企業の反応は現行価格を維持することであるから，⊇く

0,訃くOであることからもわかるように価格引合上げは価恪を引き上

げた企業の利潤を減少させることになるからである．したがって，この領

域については各複占企業が価格を引き下げ石場合についてのみみてみるこ

とにしょう，領域亘3はまずB,M線と励M線とによって領域BiMB.C

とそれ以外の傾域とに区分されるので，最初に領域BiMBiCの外にある

領域についてみてみよう．この領域はまたSiとぶと○と竪を通る価

格線およびぶとによって五つの領域に分かたれる．そこでまず, 了と○

と竪を通る価格線とによって囲まれる領域について各複占企業の動きを

みてみよう．この領域で=は価格線はV,曲線と鶏曲線の両方と交わって

いる，この領域で初期の価格組合せが片曲線の右にあれば，複占企業2

は複占企業1の追討灼な価格引き下げを予想して価格線と鶏曲線との交

点に移行しょうとするのであろう．しかし，このと吝複占企業1は複占企

業2の追随的価格引き下げを予想してより一層価格を引き下げに価格線と

鶏曲線との交点に移行するであろう．初期の両複占企業の価格が呪曲

線の左にある場合には，複占企業！のみが行動を起すことがで乱複占企

業2の追随的な価格引き下げを予想して価格線とソ,曲線との交点に移行

レうるであろう．したがって，これらの場合には全ての価格組合せ加最終

的にはド,曲線上の召,と竪との開のある点に導かれることになる．つ
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ぎに，こと5iとによって囲まれる領域について各複占企業の動吝をみて

みよう．この領域では価格線は鶏曲線とは交わらず，その交点は領域h

の破線乙よりも上にあることに注意しておこう．この場合にも複占企業

1のみが行動を起すことがで乱複占企業2の追随的な価格引き下げを予

想して価格線と鶏曲線との交点に移行しょうとするであろう．その結果，

両複占企業の価格組合せは右きに説明した領域hの破線アiより上の鶏

曲線上に到達することになる．複占企業1はもちろんこの価格組合せから

離れるiS因をもたない．　しかし，複占企業2は複占企業iの反応が現行価

格を維持することであることを考慮して，この揚今に自己の利潤が最大に

なる几曲線上の点に達するまで価柊を引き上げるであろう．かくて，両

複占企業の価格組合せは最終的には几曲線上の扁とcとの間のある

点に導かれることになる．最谷に，両説占企芙の初期の価格組合せが凪

と几f≪i線とによって囲まれる領域にある場合についてみておこう．この

場合には言格線とV: 闘線との交点が領域I2の破線気より下にあるこ

とに注意しておこう，この場合にも複占企業1のみが行動を起すことがで

吝，複占企業2の近麓的な価格引き下げを予想して価格線と死曲線との

交点に移行しょうとするであろう．その結果，両複占企業の価格組合廿は

さきに白白した領域I 2の破線T＼より下の私曲線上に到達することに

なる．辻占企業！はもちろんこの価格組合せから離れる誘因をもたない．

しかし，複占企業2は後占企業1の反応が現行価格を維持することである

ことを考慮して，この場合に自己の利潤が最大になる几曲線上の点に達

するまで価格を引き上げるであろう．かくて，両後占企業の価格組合せは

領域Isに入り込むことになり，さきに説明したように最終的にはc点に

到達することになる．

　このように，0と亙を通るｲ而接線と几曲線とに囲まれる領域に初期

の⑤賂組合せがある場合には，両複占企業の価格は複占企業1あるいは複

占企業2のプライス・リーダーシップによって鶏肋線上の瓦と訂との間

　　　　　　　　　　　　　　　－45－



屈折需要曲線の理論における初期価格について

のある点か, 私曲線上のCとB,との間のある点に導かれることになる．

　一方，初期の両複占企業の価格が0と皿を通る価格線と私曲線と

に囲まれる領域にある場合には，容易に類推しうるように，さきに複占企

業1について妥当したことが複占企業2について，複占企業2について妥

当したことが複占企業1について妥当することになる. 5と○と訂を

通る価格線とに囲まれる領域では価格線は玖曲線と玖曲線の両方と交

わっている．　この領域で初期の価格組合せがF,曲線の上方にあれば，複

占企業1は複占企業2の追随的な価格引き下げを予想して価格線とV,曲

線との交点に移行しょうとするであろう，しかし，このと含複占企業2は

複占企業1の追随的価格引き下げを予想してより一層価格を引き下げ，価

格線と呪曲線との交点に移行するであろう．初期の両複占企業の価格が

稿曲線の下方にある場合には，複占企業2のみが行動を起すことができ，

複占企業1の追随的な価格引き下げを予想して価格線と巧曲線との交点

に移行しうるであろう．したがって，これらの場合には全ての価格組合せ

加最終的には巧曲線上の励と訂との間のある点に導かれることにな

る．つぎに, ぶと私曲線とによって囲まれる領域について各複占企業の

動きをみてみよう．この領域では価格線は呪曲線とは交わらず，その交

点は領域Weの破線Toよりも右にあることに注意しておこう．この場合

にも複占企業2のみか行動を起すことができ，複占企業1の追随的な価格

引き下げを予想して価格線と呪曲線との交点に移行しょうとするであろ

う．その結果，両複占企業の価格組合せはさ古に説明した領域Weの破線

几より右の鴇曲線上に到達することになる．複占企業2はもちろんこ

の価格組合せから離れる誘囚をもたない．しかし，複占企業1は複占企業

2の反応が現行価格を維持することであることを考慮して，この場合に自

己の利潤が最大になる私曲線上の点に達するまで価格を引き上げるであ

ろう．かくて，両複占企業の価格組合せは最終的には私曲線上の瓦と

Cとの間のある点に導かれることになる．このように, 0と訂を通る価
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格線と私曲線とに囲まれる領域に初期の価格組合せがある場合には，両

複占企業の価格は複占企業１あるいは複占企業２のプライス・リーダーシ

ップによって呪曲線上の瓦と訂との間のある点か，i?l曲線上のＣ

と瓦との間のある点に導かれることになる．

　最後に，初期の両複占企業の価格が領域尽皿BoCの内部にある場合に

ついてみてみよう．初期の両複占企業の価格がこの領域にある場合には，

さきに述べたごとく，複占企業１あるいは複占企業２は価格を引き上げる

誘因をもたない．なぜなら，価格引き上げに対して予想される相手方企業

の反応は現行価格を維持することであるから，訃く0,訃くＯからも

明らかなように，価格引き上げは価格を引き上げた企業の利潤を減少させ

ることになるからである．つぎに，各複占企業が価格を引き下げる場合に

ついてみてみよう．図３をみてみよう．図３におけるG＼，Goはそれぞれ

複占企業１の等利潤曲線および複占企業２の等利潤曲線であり, sは価格

線である．いま複占企業１がＴからTiへと価格を引き下げるものとし

ょう．このとき予想される複占企業２の反応は複占企業１の価格引き下げ

に追随して価格をT,から乃へと引き下げることであろう．その結果，

両複占企業の価格組合せは７から乃に移行し，両複占企業の利潤は減

少することになる．複占企業２が価格を引き下げる場合にも同様な結果に

　図3
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なることは図3から明らかであろう．このように，初期の両複占企業の価

格示領-Mi BタBfi　の内部にある場合には両複占企業は価格を引き下げる

ことによってその利潤を増大することができず，したがって価格引き下げ

の誘囚をもかないことがわかるであろう．それゆえ，初期の雨複占企業の

価格が領域珀翌召iCにあれば，両複占企業のいづれもが価格を変化さ

せようとする誘因をもたず均衡状態にあることがわかる．この点てこの

亀MBjDという領域は他の領域とは違った特徴をもつことに注意して七吝

1)

　　　　　　　　　　　　　むすびにかえて

　これまでの考察からつきのことが明らかになった．初期の雨複占企業の

価格が領域BiMBiCの範囲外にあれば，全ての価格組合せは複占企業1

ないし複占企業2のプライス・リーダーシップによって領it 仏訂召iC　の

周縁に収斂する．また初期の両複占企業の価格組合せが領域召皿印sCの

範回内にあれば，いづれの複占企業もその価格を変化させようとする誘囚

をもたず均衡状態にある．したがって，初期の両複占企業の価格がたまた

ま均衡領域にある場合を除けば，屈折需要曲線の理論が仮定する寡占企業

開の相互依存関係は現行価格の決定を十分に説明しうるものと考えでよい

であろう．ただし，初期の雨複占企業の価格が領域尽公認fiの範囲外に

あれば，最終的には均衡の価格組合せは均衡領域B,M励Cの周縁に収斂

するのであるから，この場合には価格加圧直的でありうる費用条件や需要

条件の変化には一定の限界かおることに注意しておく必要かおるであろう．

1）W.クレレはこのような性質をもつ領域を均衡領域と名づけている. W.Krelle,

　Preistheo雨,1961, S. 263ff.
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